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日本一のエコタウンを目指そう！！
令和3年度 えどがわエコセンターの事業紹介

えどがわエコセンターのHP
に新しく寄付金ページが
できました。ご寄付の応援
よろしくお願いいたします。

船上観察会
屋形船に乗って、ラム
サール条約登録湿地を
楽しみながら観察します。

バス見学会
東京都水の科学館＆
東京港野鳥公園を見学
し、水や生き物につい
て学びます。

オンライン講座
地球温暖化の現状や
気候変動対策について
知ることができるオン
ライン講座です。

バス見学会
ガスの科学館「がすて
なーに」で地球温暖化
について学ぶ親子向け
の見学会です。

環境講座
エシカル消費について
学ぶ講座です。日々の
買い物の仕方を一緒に
考えていきましょう。

バス見学会
江環保エコセンターや
中央防波堤埋立処分
場を見学し、廃棄物処
理の流れを学びます。

講演会
環境問題に関する世界
の動向やSDGsの取り
組みなどを学びます。

―受賞された感想は？
誠伸運輸の歴史を築いてきた先人の実績を引き継ぎ、
取り組んできたことが評価されて、嬉しく思います。
―今後の抱負は？
循環型社会づくりをさらに充
実させるために、エコセンター
の理事としても、皆さんのお
力になれるよう、様々な事業
に取り組んでいきます。

※機種によっては
読み取りづらい
場合があります えどがわエコセンターは、

SDGs17の目標のうち8つの目標を
重点にして、活動しています。

一緒に活動
しましょう！

寄付による応援

長年に渡り、循環型社会形成の
推進に貢献し、受賞されました！

令和2年度 環境大臣表彰受賞
中山 雄司さん（誠伸運輸株式会社 代表取締役）

―活動内容を教えてください
清掃事業として廃棄物処理など
を行っています。また、積極的
に清掃ボランティアや資源循環
型社会づくりにも取り組んでい
ます。

 フードドライブ 常設回収実施中‼
～ご協力ありがとうございます～

今年度からスタートした
フードドライブ常設回収
では、多くの方々から食
品をお持ち
いただいて
おります。

フードネット
江戸川

江戸川区松島3-14-8
090-8112-1571

フードバンク
ジョイライフ

江戸川区一之江2-8-19
090-3045-6282

NPO法人
らいおんはーと
江戸川区鹿骨2-33-11
090-3575-4279

回収した未利用食品は、
区内のフードバンクにお渡ししています！

重量1tを超える
食品を、延べ200名の
方々からご提供
いただきました！

引き続き、ご協力
お願いします！

ご期待
ください！
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令和3年度 エコアクション講座 全7回を予定しています！！

●一般社団法人 暮らしの保健室かなで（江戸川区松島3丁目
41-10）も、この春から協力をスタートします！



東京スイソミル（水素情報館）

引用元：一般社団法人日本再生可能
　　　  エネルギー協会

SDGs推進センター
との連携

気候変動対策の強化

家庭で簡単にできる
「エコライフ講習会」

ラムサール条約登録湿地の
ワイズユースに向けた取り組み

自然体験教室や
自然復元活動

一歩進んだ省エネ生活を学ぶ
「体験型バス見学会」

生物多様性の取り組みの推進

　江戸川区では9月下旬～11月中旬を 
「SDGs Month in EDOGAWA」とし、
区民・企業・各種団体にＳＤＧｓのＰＲを
行っていきます。えどがわエコセンター
も積極的にイベントを実施していきます。

　「エシカル」とは「倫理的」「道徳的」という意味で
あり、「エシカル消費」とは、環境や社会に配慮した
消費行動を表します。えどがわエコセンターでは、
「エシカル消費」の普及に取り組んでいきます。

省エネクッキング みどりのカーテン講習会 エコアクション講座バス見学会

オフグリッドハウス見学会（予定）
太陽光パネルの下で
サツマイモほり

　地球温暖化や異常気象の多発により、年々、気候危機が深刻化しつつあり、地球規模で気候変動対策
の強化が求められています。えどがわエコセンターでは、脱炭素社会の実現を目指して、様々な取り組み
を行っていきます。また、新年度に江戸川区で新設される気候変動適応センターとも連携していきます。

エコマーク ＡＳＣ認証

リサイクル素材を
使った商品

省エネ商品

東なぎさ沖で船上観察

地元の方などから葛西の歴史や生き物について熱心に学ぶ子ども達

南極・北極科学館

松江の家
上総ソーラー
シェアリング

令和3年度のえどがわエコセンターは
持続可能な社会づくりを目指して

●気候変動対策の強化
●SDGsの取り組みの普及・拡大
●生物多様性の取り組みの推進
を重点的に取り組んでいきます。
各取り組みの詳細はえどがわエコセンターホーム
ページをみてね‼

「松江の家」は、屋
根にソーラーパネル、
屋内に鉛バッテリー
が設置されており、
電気を自給自足して
います。

※フェアトレードとは、途上国の生産者
や労働者の生活改善と自立を目的
とした「公平な貿易」のしくみのこと

ムジナモは絶滅危惧種の食虫植物
で、日本では江戸川区小岩にて初
めて発見されました。

屋形船に乗ってラムサール条約
登録湿地を見に行こう‼ 船上観察会

魅力発見・探検ツアー

荒川生きもの調査隊

自然体験教室

ムジナモを育てよう

ＳＤＧｓの取り組みの普及・拡大
　これまでも、えどがわエコセンターはＳＤＧｓ講演会や講座など、ＳＤＧｓに関する様々
な取り組みを行ってきました。令和3年度は、さらにＳＤＧｓの普及に取り組んでいきます！

環境講演会

えどがわエコセンター
SDGsサイコロ

東なぎさクリーン作戦 3Ｒ推進月間

エシカル消費の普及

実践的な取り組み
フェアトレード商品 環境ラベルの

付いた商品

　DXとはデジタル技術を活用し、人々の生活をあ
らゆる面でより良い方向に変化させるという意味
です。エコセンターでもDX化を図り、様々な情報を
発信していきます。

ＤＸ（　　　　）の推進

今後、導入していく取り組み

現在の情報発信ツール

動画による
事業紹介

オンライン講座

ブログホームページ Facebook

エコカンパニーえどがわの
Webシステム化

環境に配慮した商品 地元で作られたもの
（地産地消）

挑　戦

SDGs Month in EDOGAWA

デジタルトランス
フォーメーション

このようなものを購入するのが
エシカル消費です。

challenge

えどがわエコセンターの
　川と海に囲まれた江戸川区は、自然豊かで生物多様性を実感できる素晴
らしい環境に恵まれています。生物多様性の保全と重要性を伝えていくと
ともに、この豊かな自然環境を次世代へ引き継いでいきます。
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